








－第5コース
色々な体験が出来て、普段の生活ではあまり考えないことを楽しんで考えることが出来、自

分と向き合う良いきっかけとなったようである。特にコミュニケーションの重要性について再

認識したという回答が多かった。中には、「かじっただけでは物足らずj不満と感じる生徒も

数名いた。

0講座内容の理解
1コース

「私たちの身近にあることがだが、あまり

等の回答があった。

－第2コース

されていないものだということが分かつたJ

「高校の先生たちと同じように有名大学に入るための勉強を教えるのかなと思っていたけど、

そうではなくて自分が学びたいことを学ぶことが大事だと分かつて嬉しかったJi子どもたち

の無線の可能性を引き出すための教育は、まだまだ変えることが出来るjと当初抱いていた不

安から、新しい発想や可能性の手掛かりを得ることが出来たようであった。一方、自身が構築

してきた考え方が崩れ「分からなくなったJと回答する生徒もいたむ

3コース

人間は豊かな生活で、時期のある時にこそ考える力を養うことが出来る等、ネパールやベルー

の教育の様子から日本の教育の現状をはじめ多くのことを学ぶことが出来たようであった。

4コース

「心理的なものJが日常生活のあらゆる場面の中に存在していることを知ると同時に、それ

を測定する心理学は信頼性や妥当性、一実性などを考えて測定する必要があるという理系的な

学問だと心理学へのイメージを新たにする生徒が多かった。また、「心理学Jについての理解

は出来たものの、「人開発達科学jと「心理学Jの関係について自分なりの答えを得ることが

出来た生徒と未だ模索中の生徒のニ極に分かれた。

5コース

「自分とはま逆の意見をもっ入がいることを知り、社会には様々な考えをもった入がたくさ

んいることを知ったj「告分を見つめることが他人をみつめる訓練になるjと、それぞれが理

解を深めることが出来たようであるむ

0将来大学で「人開発達科学Jを学びたい気持ちの変化
1コース

講患で学んだこと以外にも f問書館のことを学びたいJ「自 きできない人のた

めの教育を学んで、みたいJ等とそれぞれの関心を涼められたようである。

2コース

「現在の学校教育の出題点 るために、苦界各自の学校教育の現状や日
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の歴史に目を向けて未来の子どもたちが正しい知識を得られるようにしたいJや「学ぶことの

意味について考えたい」等とそれぞれが興味をもったようである。

－第3コ｝ス

教育の起源や大学の在り方などに興味をもったようだ、った0

．第4コース

「人の心理と行動について考えるような学問分野であるJゃ「心理テストの作成に参加した

い」、「行動の国捺比較を行いたいJiいろいろな尺度の作成をしたいJ等それぞれが自分のや

りたいことを明確にしたようであった。また、「数学が苦手な f文系人間JだがJ心理学を学

んでも長いのだろうかといった進路に対する揺らぎを感じる生徒も若干名いた口

－第5コース

講鹿を受講して、コミュニケーションや、性格形成等に興味をもった生徒が多くいる一方で、

それまで考えていた問題を更に深めたいと回答する生徒が多くいた。中には、「心理学を専攻

にすると職に就きにくいとよく替われ、心理学を学ぶのをやめようかと思っていたが、講義を

受けてやはり興味があることを学ぼうJと決意を新たにした生徒もいるようである。

今後は講鹿を申し込む段階で アンケートJをとり、高校生が侍を大学側に望んでいるのか

を十分に検討する必要がある。また、高校生のニーズにどこまで応、えることが出来ているのかをよ

り深く検討していくことが問われている。講座を開講下さった諸先生方をはじめ、センター

を各部局に知っていただき、連携を密にしていくことで講座の轄を法げ内容を深めていく。

各高校にむけた広報の開題もある。受講した生徒が在籍する高校の数が誤られてしまっている現状

がある。この点についても検討をしていく必要があるだろう。

0中津川ブ口ジヱクト
名古屋大学の著名な研究者たちのワークショップを体験する「夏期短期集中型高大連携教育プロ

グラム 中津JI［プロジ、エクトJに昨年度からセンターも加わるようになった。同プロジ、エクトは「よ

む・かく・みる・ふれる・ときはなっJをテーマに、東海地区国立大学共同中津川研修センターで

2011年8月9日～ 118の3日間実施され、杉山寛行副総長をはじめ、名古屋大学博物館足立守特

任教授、環境学研究科小松尚准教授、医学研究科安井浩樹准教授・青松棟吉助教の5名

が高校生に向けて「授業Jを行った。そこでは、各教員の研究を紹介するのではなく、教科を超え

て学問に触れること、社会や大学の学問と連携することが自指され、科学リテラシーの基礎の学び

方に重点が置かれた。

昨年度も課題としてあげたことではあるが、中津JIIでの学びが当日参加するた、けで、終わってしま

うのでは、プロジ、エクトの目的を十分に達成しているとは言い難い面があり、「基礎セミナーjや

びの杜Jといった他のプログラムとの連動、あるいは事前学習及び事後学習会等を開催することに

よって、大学での学びへとつながる基礎的な「学びjの力を統合していくことが求められている。
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センターとして、今後どのように関わっていくのかを、附属学校や関係部局の関係者と協議し、検

討していく必要があるだろう。

また今回、プログラムの中で、工学部で建築を専攻している学生と高校生のデイスカッションが

あり、相互にとって刺激となる場となった。異年齢関の学びあいを構築していく一つの手掛かりと

なる機会であった。一般的に高校生にのみプラスだと考えられがちではあるが、大学生がたじろい

だり、自身の考えを深めていったりと実際には大学生の方が得ることが多いのかもしれない。

なお、 2010年度のものではあるが、 f名大の授業Jwebベ｝ジで詳細を知ることが出来るので、

関覧されたいむ（http://ocw.nagoya-u.jp/courselist.php ?lang=j a&mode=l&page_type=nktgw) 

0名古屋大学教育学部附麗中・高等学校オーブンクラス
2011年10月25自～27日の問、 むけて名古屋大学教育学部附属中・高等学校の授業の取り

組みを公開した。同校は文部科学省のスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の継続新規一年次

の指定を受けているむそのためSSHプログラムの一環であるサイエンスリテラシープロジェクト五

(SLPII) （新教科群。 3人の教員によるティームティーチングと、名古屋大学の教員との連携授業）

を通常の教科の授業と併せて公開したc

参加者が少数であったのが今後の課題である。高校側がどのような取り組みを行うことが可能で＼

それが大学での学びにどのようにつながってくるかを相互交流して深めていくためにも多くの大学

関係者に参加を呼びかけていく必要があるc なお、中学・高校の教員免許を故得するために必要な

教科教育法の援業で、受講生に対して呼びかけがなされ、 10名弱の参加があった。

0中等教育研究センター紀要の発行
名古屋大学大学説教育発達科学研究科附属中等教育研究センター紀要（中等教育研究センター紀

要）は、中等教育に関する総合的な観点からの研究成果を発表し、青年前期に発達に則した中等教

育の改善、および中高大連携の推進に寄与することを目的として年1回、三月に発行する。投稿さ

れる論文数が少ないという問題が課題としてある。紀要としての質を保持し高めていくためにも、

今後、投稿資格の見直しも合めて募集方法などについて検討する必要がある。
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